
～笠置町における現状と課題～
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笠置町の現状

笠置町は、京都府東南端の相楽郡東部地域に位置し、南は奈良市に接して
いる木津川上流の山峡にあり、歴史と自然を素朴に漂わせている静かな町で
す。笠置山（標高２８８m）の桜や紅葉、木津川河川敷ではキャンプやカ
ヌー、ボルダリングが盛んで多くの観光客が訪れています。都市圏からも多
くの方が来られており、都市圏からもアクセス可能な立地条件でもあります。

大 阪 市（大 阪 駅） ～ 車：約１時間３０分 鉄道：約１時間３０分

京 都 市（京 都 駅） ～ 車：約１時間 鉄道：約１時間

奈 良 市（奈 良 駅） ～ 車：約３０分 鉄道：約３０分

大 津 市（大 津 駅） ～ 車：約１時間 鉄道：約１時間３０分

名古屋市（名古屋駅） ～ 車：約２時間 鉄道：約２時間
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春 夏

笠置の桜：ライトアップ

木津川：鹿ヶ淵

夏まつり：花火大会

笠置の桜：JR関西本線
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秋 冬

紅葉：もみじ公園 雲海：笠置山

ボルダリング：河原エリア
JR関西本線：木津川橋梁



人口推移としては、平成２６年４月１日時点は男性７４１人、女性８２２
人の１,５６３人ですが、令和５年４月１日時点で男性５５０人、女性５９
８人の１,１４８人で４１５人と大きく減少しています。転出及び自然減少
数が転入及び出生数を大きく上回っています。
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平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

合計 1,563 人 1,501 人 1,446 人 1,421 人 1,374 人 1,312 人 1,268 人 1,235 人 1,192 人 1,148 人

女性 822 人 796 人 766 人 748 人 724 人 691 人 665 人 648 人 621 人 598 人

男性 741 人 705 人 680 人 673 人 650 人 621 人 603 人 587 人 571 人 550 人

741 人 705 人 680 人 673 人 650 人 621 人 603 人 587 人 571 人 550 人
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笠置町人口ビジョンにより、平成２７年４月１日時点の総人口１,５６３
人から、今後の趨勢人口として令和４２年には４１２人程度まで減少するこ
とが見込まれています。少子高齢化、転出超過といった本町の人口問題に対
して、長期的視点から人口減少の抑制に取り組むこととして、その中でも、
子育て政策は重点的に取り組むべき政策の一つでもあります。
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平成２７年 令和２年 令和７年 令和１２年 令和１７年 令和２２年 令和２７年 令和３２年 令和３７年 令和４２年

趨勢人口 1,501 人 1,268 人 1,113 人 977 人 852 人 739 人 640 人 555 人 479 人 412 人
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出生数では、人口推移と並行して減少傾向にあり、平成２６年度に関して
は、出生数０人となっています。直近では微増傾向にありますが、妊娠中で
の転入等が影響していると考えられ、従前ながら少ない状況となっています。
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平成１５年 平成２０年 平成２５年 平成３０年 平成３１年 令和２年 令和３年 令和４年

人 口 2,033 人 1,799 人 1,563 人 1,314 人 1,268 人 1,235 人 1,192 人 1,148 人

０歳～５歳 56 人 31 人 25 人 14 人 12 人 14 人 15 人 11 人
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現状の子育て施策
 母と子の健康・育児

〇笠置町子育て世代包括支援センター

・・・健やかに、安心して妊娠・出産・子育てをしていただけるよう、妊娠期から子育て期

にわたるまで切り目なくサポートする相談窓口を開設しています。母子手帳交付時に

は妊婦の方と面談し、一人ひとりに応じた情報提供や相談支援を行っています。

〇母子健康手帳

・・・妊娠、出産、育児の一貫した記録を書きとめ、健康の道しるべとするもので、手帳の

交付を受けると、指定医療機関で出産までに１４回の妊婦健康診査と、２回の産婦健

康診査が公費負担で受けられる受診券が交付されます。

〇母子栄養強化事業

・・・妊産婦に対して、赤ちゃんの発育形成及び授乳において充分な栄養が必要なため牛乳

購入補助を行っています。

牛乳購入補助金：７,５００円支給 / １回のみ

〇新生児訪問

・・・新生児期（生後２８日未満まで）保健師が家庭を訪問し、新生児の発育・栄養・環

境・疾病予防・受胎調整などの相談を行っています。
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〇乳児訪問

・・・里帰り等で、新生児期に訪問ができなかった場合や、必要時に保健師が家庭を訪問し、

乳児の発育・栄養・環境・疾病予防・受胎調整などの相談を行っています。

〇出産・子育て応援事業（伴走型・給付金）

・・・笠置町では、国が創設した「出産・子育て応援交付金事業」を活用し、妊娠期間から

出産・子育て期（主に０～２歳）まで一貫して子育て家庭に寄り添い、様々なニーズ

に即した支援につなぐ「伴走型相談支援」と、妊婦・子育て世帯へ出産・子育て応援

給付金を支給する「経済的支援」を一体的に実施する事業を開始しています。

伴走型相談支援

・・・妊娠届出時から妊娠中の方や子育て家庭に対し、保健師による面接等を通じて継

続的な情報提供を行いながら、必要な支援に繋ぎます。

３回の面談を実施・・・①妊娠届出時・②妊娠８ヵ月（希望者）・③新生児訪問時

経済的支援

・・・妊娠届出時と新生児訪問時の面談の後に、安心して出産・子育てを行えるように、

給付金を支給します。

２回の給付金の支給（令和４年度～）

①出産応援給付金（出産前）： 妊婦１人あたり ／ ５０,０００円

②子育て応援給付金 （出産後）： お子さん１人あたり ／５０,０００円
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〇乳幼児相談・乳幼児健診

・・・役場において医師による健診や、保健師・栄養士による育児や離乳食の相談及び指導

を実施しています。

１．乳児前期健康診査（生後３～４ヵ月ごろ）

２．乳児後期健康診査（生後９～１０ヵ月ごろ）

３．１歳半健康診査（１歳６ヵ月ごろ）

４．３歳児健康診査（３歳６ヵ月ごろ）

〇幼児歯科健診

・・・幼児歯科健診は１～３歳児が対象となっていますが、保育所歯科健診と合同で実施す

ることで、１歳児の健診から就学前まで、継続した健診を受診することが可能となり

ます。健診時には、染め出しをした口腔内の写真を撮り、後日、写真と歯科医師から

のコメントが記入された結果用紙を保護者にお渡しし、健診時の指導を振り返ってい

ただけるようにしています。

〇フッ化物応用事業

・・・笠置町の子どもたちのむし歯保有率が高いことから、歯科保健事業の一環として２・

３歳児のうち希望する幼児に対して、幼児歯科健診に合わせてフッ素塗布を実施して

います。また、保育所の年中児・年長児のうち希望する幼児に対して、フッ化物洗口

を週５日昼食後に実施しています。
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〇予防接種（乳幼児等）

１．定期予防接種

・・・対象時期に合わせて個人通知を行い、協力医療機関に予約をして予防接種

をしていただくものです。

２．個別接種

・・・ロタ、B型肝炎、ヒブ、小児用肺炎球菌、四種混合（ジフテリア・百日咳・

破傷風・ポリオ）、MR（麻疹、風疹）、日本脳炎、二種混合（ジフテリア・

破傷風）、子宮頸がんを、医療機関で受けられるものです。

３．集団接種

・・・BCG（結核）

〇新生児聴覚検査費助成

・・・生まれてくる赤ちゃんの１,０００人に１～２人は、生まれつき難聴があると言われて

おり、早期に発見することで言葉を聞く力や話す力をつける練習ができ、難聴によって

おこる支障を最低限に抑えられます。笠置町に住民票を有する新生児（原則、生後２８

日未満）が検査の対象、笠置町に住民票を有する保護者が助成対象となります。検査機

器は自動ＡＢＲ又はＡＢＲ検査とＯＡＥ検査の２種類あり、検査にかかった費用を助成

するものです。
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助成額

自動ＡＢＲ又はＡＢＲ検査 ：上限 ４,０２０円

ＯＡＥ検査 ： 上限 １,５００円

※助成を受けられるのは、上記検査のうち、いずれか一方の初回検査のみとなります。

※助成上限額を超えた検査費用は、自己負担していただきます。

※申請期間は、検査を受けた日から起算して１年以内となります。

〇発達障害児早期発見・早期療育支援事業

・・・障がいや発達上の問題を乳幼児期に気づいて、必要な発達支援・療育を行うことでスム

ーズに就学に繋げることを目的に、保健師と公認心理士が保育所を巡回し支援を行って

います。その一環として、年中児全員に公認心理士による発達検査を実施し、子どもの

発達の確認や、どんなことが得意か苦手かを知り、保護者や保育士の声かけの仕方や

日々の関わり方等の助言を行っています。事後フォローとして、必要児には京都府山城

保健所の発達支援クリニックや相楽療育教室に繋げています。また、本事業は、乳幼児

健診のフォローの場としても活用しています。

※京都府発達障害児等早期療育支援事業費補助対象事業（年中児発達サポート事業）
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〇ペアレントトレーニング

・・・発達障がい児や子どもの特性によって生じる生活での困り感について、「してほしく

ない行動」や「してほしい行動」といった子どもの行動に焦点を当て、具体的にどの

ような対応ができるかを学習していくプログラムを通して、“親・子ども”間の“より

よいやりとり”を具体的に学び、親としての自信を積み重ね、積極的に子育てに取り

組むことができるようにするものです。知的障がい者や発達障がいの子どもの親、

子どもとの向き合い方がわからず結果的に虐待してしまう親を対象として開始された

ものでしたが、現在では、通常の子育てにも応用されており、子育ての困り感を軽減

する方法として取組まれています。

笠置町でも、障がいのある子どもの親や、虐待をしてしまう親に限定せず、笠置保育

所入所児の保護者を対象に、臨床心理士の方をお呼びしてペアレントトレーニング

教室を実施しています。（笠置町・和束町・南山城村と合同実施）

 児童のための手当

・・・児童手当は、中学校卒業まで（１５歳の誕生日後の最初の３月３１日まで）の児童を

養育している方を対象に、毎年６月、１０月、２月に支給しています。

※児童を養育している方の所得が、所得制限限度額以上、所得上限限度額未満の場合

は、特例給付として月額一律５,０００円を支給しています。
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児童手当支給額（令和５年４月１日現在）

 特別児童扶養手当【京都府事業】

・・・身体や精神に中程度以上の障がいのある児童を養育・監護されている保護者等に対し

て、毎年８月、１２月、４月支給しています。

特別児童扶養手当支給額（令和５年４月１日現在）
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 ひとり親家庭のための手当・奨学金【京都府事業】

・・・ひとり親家庭又は父もしくは母に重度の障がいのある家庭の児童を育てている父母

または父母に代わって児童を養育している方に手当を支給しています。（所得制限

あり）

所得制限限度表：児童扶養手当のみにかかるもの（令和５年４月１日現在）

※母又は父が受給者の場合、寡婦控除・ひとり親控除は諸控除の対象に含まれません。配

偶者及び扶養義務者がある場合の限度額加算内容は請求者本人のそれとは異なります。
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扶養親族等の数

請 求 者（本人）
配偶者及び
扶養義務者等

全部支給 一部支給

０人 490,000円未満 1,920,000円未満 2,360,000円未満

１人 870,000円未満 2,300,000円未満 2,740,000円未満

２人 1,250,000円未満 2,680,000円未満 3,120,000円未満

３人 1,630,000円未満 3,060,000円未満 3,500,000円未満

４人 2,010,000円未満 3,440,000円未満 3,880,000円未満

５人 2,390,000円未満 3,820,000円未満 4,260,000円未満



児童扶養手当支給額（令和５年４月１日現在）

母子家庭奨学金（令和５年４月１日現在）※母子のみが対象

※母子家庭奨学金は、京都府奨学のための給付金（高校生給付型奨学金）の給付額との併

給調整があります。
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支給対象児童１人 支給対象児童２人

全部支給の場合 ４４,１４０円 ５４,５６０円

一部支給の場合 44,130 ～ 10,410円 54,540 ～ 15,620円

全部停止の場合 ０円 ０円

対象児童

手 当 額（１人あたりの年額）

所得制限

奨 学 金 入学支度金

乳幼児 １１,０００円 ー

なし

小学生 ２１,５００円 ー

中学生 ４３,０００円 ー

高校生 ６４,０００円 ３５,０００円



 子育て支援医療費助成及び児童医療費助成

〇子育て支援医療制度【京都府制度】※令和５年６月１日より医療費無償化

・・・出生日（または転入日）～満１５歳になられる年の３月３１日（中学校卒業）までの

方を対象に、医療費の自己負担を助成しています。（保険外診療や入院時食事療養の

標準負担額等は対象とならない為、自己負担していただくこととなります。）

・０～３歳の誕生月の末日までの「入院」・「外来」

・３歳の誕生月の翌月１日～１５歳になられる年の３月３１日までの「入院」

〇児童医療制度【町単独制度】※令和５年６月１日より医療費無償化

・・・満３歳の誕生日の翌月１日～満１８歳になられる年の３月３１日（高校卒業）まで

の方を対象に、医療費の自己負担を助成しています。（保険外診療や入院時食事療養

の標準負担額等は対象とならない為、自己負担していただくこととなります。）

・３歳の誕生月の翌月１日～１５歳になられる年の３月３１日までの「外来」

・中学校卒業後の最初の４月１日～１８歳になられる年の３月３１日までの「入院」・

「外来」

※上記の下線部分に関しては、令和５年６月１日の医療費無償化に伴い、対象者拡充

となった部分です。

19



 ひとり親家庭医療制度

・・・ひとり親家庭の児童（満１８歳の誕生日後の最初の３月３１日まで）及び、児童を監

護する母もしくは父で、所得基準額未満の方に対して、医療費の自己負担分を助成し

ています。（保険外診療や入院時食事療養の標準負担額等は対象とならない為、自己

負担していただくこととなります。）

所得制限限度表（令和５年４月１日現在）

※毎年更新があります。
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所 得 基 準

扶養親族の人数 所 得 金 額

０人 ２,３６０,０００円未満

１人 ２,７４０,０００円未満

２人 ３,１２０,０００円未満

３人 ３,５００,０００円未満

４人 ３,８８０,０００円未満

５人 ４,２６０,０００円未満



 子育て世帯住宅支援事業

・・・子育て世帯の経済的負担の軽減や世代間の子育て支援のため、子育て世帯が住宅のリ

フォームや住宅購入・賃貸を行う場合に、その費用の一部を補助しています。

補助対象者

１．子ども（妊娠中の胎児を含めて１８歳未満の子ども）が３人以上の世帯または、新た

に三世代同居・近居となる世帯（現在、三世代同居・近居状態にある場合は対象外）

であって、町内に居住（居住予定含む）する世帯。

２．子供の親権者の年収の合算額が７５０万円未満の世帯。

３．町税等の滞納がない世帯。

※上記すべてに該当する方が対象となります。

補助事業の概要

１．住宅リフォームに係る経費の２分の１を補助（上限：１００万円）

２．住宅購入に係る仲介手数料に関する経費の２分の１を補助（上限：４０万円）

３．住宅賃貸に係る仲介手数料に関する経費の２分の１を補助（上限：５万円）
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 児童の育成と教育

〇笠置町立笠置保育所

・・・保護者が就労、病気等で保育ができない場合など、保育の理念・方針の基、保護者に

代わって保育することを目的とする施設です。（０歳児からの受入れ可能）

概要：所 在 地 京都府相楽郡笠置町大字有市小字羽根田２４番地

構 造 鉄骨コンクリート１階建て

敷地面積 １７３６.７５㎡

延床面積 ４９１.１７㎡

遊 具 等 システム遊具・ジャングルジム・鉄棒・プラスチック製プール

定 員 ６０名

保育年齢 ６ヵ月～５歳児

園児数（令和５年４月１日現在）
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１・２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計

人数 ２人 ３人 ２人 ２人 ９人

担任 １人 １人 １人 １人 ４人



職員組織（令和５年４月１日現在）

保育時間

※短時間保育認定を受けた方：午後４時３０分以降は料金が発生 １日につき１００円

※標準保育認定を受けた方：午後６時３０分以降は料金が発生 １日につき１００円

※送迎バスにより、児童の送迎を実施（希望者のみ）

〇相楽療育教室

・・・心身に障がいのある就学前の子どもと保護者のための通園療育教室です。家庭内に

おいて、子どもへの接し方や心の持ち方などを親と一緒になって考えます。
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所 長
主任保育士
兼支援加配

担任保育士 調理師 合 計

１人 １人 ３人 １人 ６人

平 日 土曜日

短時間保育
午前８時３０分

～ 午後４時３０分
午前８時３０分

～ 午後１２時００分

標準時間保育
午前７時３０分

～ 午後６時３０分
午前７時３０分

～ 午後４時３０分



 放課後児童クラブ

・・・家庭生活の核家族化が進む中、両親の共働きも増加してきています。笠置町では、放

課後から保護者が帰宅する時間まで、小学校の児童たちが楽しい集団生活を過ごすこ

とで、学校生活と家庭生活を結びつける役割を果たしながら、同時に児童の健全育成

を図ることを目的として児童クラブを「つむぎてらす」内で開設しています。

対象児童

・・・笠置町内に在住する小学１～６年生までの児童で次の条件に該当する児童

１．保護者の就労等により昼間保護者がいない児童

２．保護者及び家族が病気又は看護のため適切な保育が受けれない児童

３．その他保育が必要と認められた児童

開所時間

１．平日：児童の下校時～午後６時００分まで

２．長期休み・学校の行事代休日・土曜日：午前８時３０分～午後６時００分まで

３．早朝利用：午前８時００分～８時３０分まで（無料）

４．延長利用：午後６時００分～７時００分まで（有料：３０分毎１００円）
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協力金

・・・児童１人につきの協力金：月額５,０００円

※対象者放課後児童が同一世帯から２人以上の場合、第２子以降の協力金は０円。た

だし、延長利用が発生した場合は、３０分毎に１００円徴収しています。

※おやつ代は別途徴収しています。

※送迎に関しては、基本、保護者又は保護者が認めた方にお願いしていますが、送迎

が困難な場合は、送迎利用申請書・確認書類を提出のうえ、指導員が自宅まで送迎

しています。この場合、児童１人あたり１回につき１００円徴収しています。

減免について

・・・次のいずれかに該当する場合は、協力金が減額又は免除となります。

１．生活保護世帯

２．保護者が災害又は疾病等により負担能力を失ったと認められる場合

３．ひとり親家庭（母子・父子家庭及び父または母に代わって児童を養育する者）であ

り、かつ市町村民税非課税世帯

※おやつ代は実費負担となりますので、減免制度はありません。
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受入状況（令和５年４月１日現在）

放課後児童クラブ閉所日

１．日曜日・祝祭日

２．８月１５日・１６日

３．１２月２９日～１月３日

※土曜日は利用者が０人になった時点で閉所します。

臨時閉所時等について

１．天気予報で特別警報又は警報が発令された時

２．天災・災害の場合

※病気（風邪等の流行病等）で、学級閉鎖となった場合は、その学級に在籍する児童は、

放課後児童クラブに出席できません。
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１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 合 計

人 数 ３人 ３人 ２人 ２人 ２人 ０人 １２人



新たに取り組んでいる施策
 そなえの輪推進プロジェクト（令和４年度～）

・・・ピジョン株式会社が掲げる「あかちゃんとそなえの輪 推進プロジェクト」宣言に賛

同し、同じ想いで「あかちゃんの防災」に取り組む他の自治体等とも協力し、赤ちゃ

んに優しいまちづくりを推進していきます。

※「あかちゃんとそなえの輪 推進プロジェクト」とは、ピジョン株式会社が、これ

までの企業活動で培ってきた赤ちゃんに関する知見やデータを活用し、どのような

ときも赤ちゃんを守り、赤ちゃんにやさしい場所をつくり続けるために「あかちゃ

んの防災」をはじめとした、子育ての備えに関する取り組みをし、より安全・安心

な子育て環境の実現を目指すものです。

現在の取り組み

・・・赤ちゃんを「守る」そして「育む」をコンセプトに、ピジョン株式会社が持つ知見や

データを、２０自治体前後のファースト参画グループに対して定期提供し、政策に活

用していくものです。まずは、住民に対して周知・啓発からスタートしています。
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今後の取り組み

①SDGｓフードロス事業

②情報交換から製品やサービス企画

③広報誌連携

④製品の提供と実証実験

⑤宣言と自治体・企業のコンソーシアム

⑥子育てにまつわる企業や自治体とのデータやノウハウの収集と広域政策の展開

※現在、③、④、⑤の部分にあたり、「赤ちゃんのための防災」として啓発しており、継続

して参画している自治体に他の自治体からの情報提供や広報誌への連携を実施し、今後の

製品の実証実験の受入れや、SDGｓフードロス対策事業を進めていく予定です。
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 笠置保育所送迎バス置き去り防止実証実験（令和４年度）

・・・エヴィクサー株式会社のデジタルシステム「おりた～スマホでかくにん、届いてあん

しん～」の無償提供を受け、令和５年１月１０日～２月２８日までの期間、保育所送

迎バスでの置き去り防止に係る実証実験を実施しました。

本事業は、京都府が子育て関連の新たな商品・サービスの創出・普及に向けた事業を

支援する「産学公連携京都ママ・パパ応援プラットフォーム事業」の一環として実施

し、園児の安全確保と保護者の安心感の醸成による子育て環境の向上を図るものです。

デジタルシステム

「おりた～スマホでかくにん、届いてあんしん～」

・・・本システムでは、園児が保育所への通園に利用している町営バス内の各所にQRコード

を貼り付け、各所のQRコードをスマートフォンなどで読み取ることにより、送迎バス

内を保育士が目視で確認でき、確認したことを裏付けることが可能になります。また、

事前に連絡先を登録することにより、その読み取り作業を行ったことが連絡先に配信

され、間違いなく送迎バスを下車したことを保護者に伝えることもできます。

この実証実験を通じて、実際に使用する保育士の意見、保護者の意見をアンケート形

式で収集し、エヴィクサー株式会社と共有しながら政策に繋げていくものです。
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アンケート結果（意見・感想等）

【保護者】

・保護者には、朝のバスの下車の様子は分からないため、メールが届く事で「今、降

りたんだ」と安心することができました。

バスを利用していない日にもメールが届いたため、我が子が乗っているかどうか関

わらず下車を確認したというメールが来るのは、少し不思議に思いました。

・良い点。送り迎えを母親以外の者でしているので、母が先に出勤した後に、無事に

到着しているかが分かって良かった。

・子供の安全が確認できて良かったと思います。

・置き去り防止のシステムがあると安心感がありました。

メールだと見逃しがちなので、できればアプリからの通知だとより便利だと思いま

した。「バスに誰も乗っていない」ことを確認した証なので仕方ないと思いますが、

自分の子が乗っていない時でも下車確認のメールが来るので、最初は「ん？」とな

りました。しかしながら、最近置き去り事故が多発しているので、今後もこのよう

な取り組みは、ぜひ続けていただけたらありがたいです。
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【保育所職員】

・個々で行っていたチェックを記録として残すことが出来る点は良かったと思います。

QRコードは、園児ひとりにつき１つ有ると良いのではないかと思います。（欠席の

日も全体にメールが届いてしまうため）QRコードのカードが大きく、読み込みにく

く感じ、もう少し小型化されるとありがたいです。

来年度の乗車人数は１名の予定であり、運用については保護者の意向も伺い、実運

用に向けて検討していただきたいと思います。

・人数が少ないので置き去りになるという事はないが、QRコードを読み込む事によっ

て、車内の確認もれを防ぎ、安全確認後すぐにメールが保護者にも届くので、子ど

も達が保育所に着いているという安心感にもつながるのが良い事かなと感じました。

・降車時に、降り忘れ、忘れ物がないかしっかりとチェックができて良かったです。

QRコードの読み込みも思っていたより早くスムーズにできました。チェックをした

後、チェックをした携帯にもメールが送信されるようになっていれば、チェックが

完了したことがすぐに分かるのでいいのではないかと思いました。

・実証実験をし、バス担当、園、保護者と確認できることは、とても良かったと思い

ました。QRコードを読み取る時、画面にもう少し大きく「OK」と表示されるか、完

了の合図を音で知らせると（OKできています）分かりやすいかと思いました。
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・子どもの安全を第一に、生命を守るためにも適したシステムだと思います。毎回、

目で見て声かけ、確認していますが、万が一の事故が起こらないようにするため

に、操作も簡単で良かったです。

・このシステムでは、下車確認をした後すぐに通知され、記録として残るので良いと

思いました。欠席している日にもメールが届くので、少人数では、車内より個人に

した方が良いのではないかと思いました。

実証実験における効果検証

本システムを通じた保護者への安心について

・下車時のデジタルによる情報管理と同時に、保護者への下車通知が同時に行われ、

帰宅時にあっては下車箇所（数ヵ所）によるタイムラグがあるものの、園児が送り

届けられたという保護者への安心に間違いなく繋がっているとの検証結果となりま

した。

・国のガイドラインとして示されている置き去り防止設備は、送迎バスの乗降現場に

おける安全確保を補助・促すものとなっていますが、本システムは設備本来の趣旨

である園児の安全に加えて、保護者への安心に繋がるシステムとして、保育所の運

営本来の目的である子育て世帯への安心度・幸福度を上げるシステムであると再認

識しました。
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今後の取り組み

・・・今回の実証実験において、園児の安全・保護者の安心にも繋がる結果となり、アン

ケートにも記載のある事業継続を願う声も寄せられています。また、システム利用料

が年間通じて約１万円で、財政負担が軽いものとなりながらも、安心度・幸福度を上

げることが出来ます。笠置保育所では、令和５年度の送迎バス利用園児が１名の予定

であり、保護者の意見を踏まえながら、置き去り防止システムの導入等を検討してい

るところです。
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令和５年１月２４日 毎日新聞より

令和５年１月２５日 京都新聞より

令和５年１月１１日 朝日新聞より



 （仮称）森永乳業株式会社連携事業（令和５年８月～予定）

・・・森永乳業株式会社が赤ちゃんへの取り組みとしてミルクプロジェクトを推進している

中、当町との取り組みを進めていくことで、笠置町としては子育て施策の充実や内外

アピール、森永乳業株式会社としては企業のイメージアップ・企業広報の効果を図る

ものです。（７月頃に連携協定を結ぶ予定）

事業内容

・・・乳幼児健診時等において、森永乳業株式会社の製品を詰めた「ベビーボックス（仮

称）」を保護者に渡すことで、単純に受け取り側に喜ばれることのほか、森永乳業株

式会社と子育てに関するデータを共有しながら、商品開発や品質向上、笠置町の子育

て環境の向上にも繋がるのではないかと考えられます。

「ベビーボックス（仮称）」（無償提供）

・はぐくみ エコらくパック（スティックタイプ）

・わたしの育児日記

・子育てサポートブック

※企業としては、消費期限はまだ残されているものの、販売することが出来ないものと

して回収される品々を、無償提供していただけるもので、当町としては子育て世帯へ

の配慮ができ、企業としては処分費用の削減・企業イメージの向上が図られるもので

す。
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子育て施策を進める上での課題
１．施策の提案

・・・新たな施策を考えようとしても、費用対効果が低かったり、人口規模の小ささから現

時点では需要がなかったり、効果的な施策が思いつかない。また、小規模自治体でも

あることから、財源の確保が困難であり、事業を進めるにしてもマンパワー不足が否

めないのが現状であります。

小学校、中学校については、相楽東部広域連合（笠置町・和束町・南山城村）が担っ

ているため、笠置町単独での施策が講じにくい状況であります。

２．事業等の開催

・・・笠置の子どもたちのほとんどが、笠置保育所に入所しており（親が仕事をしている）、

保護者参加型の事業等は開催が難しい。町として新たに保護者が集える場所づくりを

設けたい想いではあるが、役割や場所等の問題があり進められていないのが現状です。

※教育委員会のほっとサロン参加者も、ほぼ乳児の親が参加されています。

ほっとサロン・・・教育委員会が主催で、笠置町在住の０歳～小学６年生の保護者を

対象に、同年代の保護者間の交流、不安や悩みの解決、育児の想

いを共感できる場として、年間２４回開催しています。
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